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シュレム管内皮細胞への線維柱帯細胞由来エキソソームの影響

研究内容

【背景・目的】【背景・目的】

　細胞間コミュニケーションについては、増殖因子、サイトカイン等様々な要素について研究が進められている。中でも細胞外小胞は

多くのファクターを含んでおり、それらはいくつかの病態変化に寄与している。本研究では、細胞外小胞の中でもエキソソームに着目

し、眼科領域にて未解明な細胞間コミュニケーションについて明らかにしていく。

 

【研究概要】【研究概要】

特徴的な発現を示すmiRNAをを3種類同定種類同定した。

 

各細胞間ネットワークの概要図

 



参考資料

・Takahashi E. et Sci Rep. 2021

 

線維柱帯細胞 (緑内障) にて高発現しているmiR-7515によりリンパ、血管新生に関わる遺伝子の発現が制御されている。

アピールポイント

本研究成果により、間葉系線維柱帯細胞 (緑内障) 由来エクソソームがmiRNAを用いてシュレム管の恒常性維持に関与しているこ

とが示唆された。また、間葉系線維柱帯細胞がエキソソームを分泌することにより、房水のアウトフロー抵抗性を制御している

可能性を示唆しており、本研究成果は眼圧制御の新たなターゲットになり得る。
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